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高
い
利
回
り
は
オ
プ
シ
ョ
ン

売
却
の
対
価
（
構
造
的
リ
ス
ク

の
再
検
証
）

　

金
融
庁
は
仕
組
み
預
金
に
関
し
、

「
主
要
行
等
向
け
の
総
合
的
な
監

督
指
針
」
等
の
改
正
を
通
じ
て
、

顧
客
へ
の
よ
り
丁
寧
な
説
明
を
求

め
る
方
針
と
報
じ
ら
れ
て
い
る

（
注
１
）。
今
回
の
改
正
議
論
の
背

景
に
は
、
銀
行
側
の
判
断
で
満
期

日
が
延
長
さ
れ
る
「
期
間
延
長
特

約
付
預
金
（
注
２
）」（
図
表
１
上
参

照
）
を
巡
り
、
顧
客
か
ら
の
苦
情

が
近
年
増
加
し
て
い
る
実
態
が
あ

る
。
本
稿
執
筆
時
点
で
は
監
督
指

針
の
改
正
案
は
未
公
表
だ
が
、
単

に
「
苦
情
化
を
防
ぐ
」
と
い
う
消

極
的
対
応
に
と
ど
ま
ら
ず
、
顧
客

の
最
善
の
利
益
に
適
う
ア
ド
バ
イ

ス
を
実
践
す
る
大
前
提
と
し
て
、

ま
ず
は
金
利
上
昇
が
仕
組
み
預
金

に
及
ぼ
す
構
造
的
リ
ス
ク
を
整
理

し
て
お
き
た
い
。

　

多
く
の
仕
組
み
預
金
は
、「
銀

行
側
（
組
成
側
）
に
選
択
権
（
オ

プ
シ
ョ
ン
）
が
あ
る
」
と
い
う
、

顧
客
に
と
っ
て
非
対
称
な
契
約
構

造
を
持
つ
。
か
つ
て
社
会
問
題
化

し
た
「
仕
組
み
債
」
と
同
様
に
、

金
利
や
通
貨
の
オ
プ
シ
ョ
ン
等
の

デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
を
組
み
込
む
こ
と

で
、
一
般
的
な
定
期
預
金
や
債
券

を
上
回
る
高
利
回
り
を
実
現
し
て

い
る
。

⑴　

期
間
延
長
特
約
付
預
金
の
リ

ス
ク
構
造

　

経
済
効
果
の
観
点
か
ら
見
る
と
、

顧
客
が
銀
行
に
対
し
て
「
ス
ワ
ッ

プ
シ
ョ
ン
（
金
利
ス
ワ
ッ
プ
を
行

う
権
利
）」
を
売
却
し
、
そ
の
対

価
（
オ
プ
シ
ョ
ン
・
プ
レ
ミ
ア
ム
）

を
上
乗
せ
金
利
と
し
て
受
け
取
る

構
造
で
あ
る
。
銀
行
は
顧
客
か
ら

買
い
取
っ
た
権
利
を
、
自
行
の
市

場
部
門
や
他
の
金
融
機
関
（
カ
ウ

ン
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
）
と
取
引
（
ヘ

ッ
ジ
）
し
て
商
品
を
組
成
す
る
（
注

３
）。

　

そ
の
た
め
、
顧
客
が
「
途
中
で

資
金
が
必
要
に
な
っ
た
」
と
し
て

も
、
一
般
的
な
定
期
預
金
の
よ
う

に
容
易
に
中
途
解
約
で
き
な
い

「
資
金
固
定
化
リ
ス
ク
」
が
存
在

す
る
。
仮
に
解
約
が
認
め
ら
れ
て

も
、
内
包
す
る
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
の

解
約
コ
ス
ト
（
清
算
費
用
）
を
顧

客
が
負
担
せ
ね
ば
な
ら
ず
、「
中

途
解
約
時
の
元
本
割
れ
リ
ス
ク
」

を
伴
う
。

　

顧
客
に
と
っ
て
「
期
間
延
長
リ

ス
ク
」
が
顕
在
化
す
る
の
は
、
カ

ウ
ン
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
が
オ
プ
シ
ョ

ン
を
権
利
行
使
す
る
状
況
、
す
な

わ
ち
「
権
利
行
使
日
に
市
場
金
利

が
行
使
レ
ー
ト
を
上
回
っ
て
上
昇

し
て
い
る
局
面
」
で
あ
る
。
金
利

上
昇
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
預
金
は

低
金
利
の
ま
ま
固
定
（
延
長
）
さ

れ
る
た
め
、
顧
客
は
「
よ
り
高
い

金
利
で
運
用
で
き
た
は
ず
の
機

会
」
を
逸
失
（
機
会
損
失
）
す
る
。

　

逆
に
、
市
場
金
利
の
下
落
局
面

で
は
期
間
は
延
長
さ
れ
ず
、
当
初

の
預
入
期
間
で
満
期
を
迎
え
る
。

こ
の
場
合
、
顧
客
は
当
初
想
定
し

て
い
た
高
利
回
り
で
の
運
用
を
継

続
す
る
機
会
を
失
い
、
満
期
資
金

１
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金利上昇局面における
「仕組み預金」の適切なアドバイス

　仕組み預金はかつて高利回りで魅力的に見えたが、金利上昇局面の現在、機会損失や中途
解約時の元本割れといったデリバティブ起因のリスクが表面化している。金融庁による監督
指針改正と規制強化の報道も出ているなか、本稿ではそのリスクの構造的メカニズムを解明
し、金融機関が今とるべき新規提案時の留意点や、既存保有者への適切なフォローアップな
ど、実践すべきアドバイスを考察する。
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を
よ
り
低
い
市
場
金
利
で
再
投
資

せ
ざ
る
を
得
な
い
。
オ
プ
シ
ョ
ン

取
引
の
特
性
上
、権
利
は
常
に「
カ

ウ
ン
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
に
有
利
（
＝

顧
客
に
不
利
）
な
時
」
に
行
使
さ

れ
る
事
実
を
明
確
に
認
識
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
。

⑵　

外
貨
償
還
特
約
付
預
金
（
図

表
１
下
参
照
）
の
リ
ス
ク
構
造

　

こ
ち
ら
は
、顧
客
が
銀
行
に「
通

貨
オ
プ
シ
ョ
ン
」
を
売
却
す
る
仕

組
み
で
あ
る
。
為
替
レ
ー
ト
が
想

定
を
超
え
て
円
高
に
振
れ
た
場
合
、

満
期
時
に
元
本
が
外
貨
で
償
還
さ

れ
る
た
め
、
円
ベ
ー
ス
で
の
資
産

価
値
が
大
き
く
毀
損
す
る
リ
ス
ク

が
あ
る
。
歴
史
的
な
円
安
環
境
下

で
は
苦
情
化
す
る
ケ
ー
ス
は
少
な

く
見
え
る
が
、
期
間
延
長
特
約
付

と
同
様
、
潜
在
的
リ
ス
ク
に
対
す

る
丁
寧
な
説
明
が
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

　
　

仕
組
み
預
金
も
「
い
つ
か
来

た
道
」
を
歩
む
の
か
（
歴
史
的

経
緯
と
監
督
姿
勢
の
変
化
）

　

こ
う
し
た
仕
組
み
預
金
は
、
決

し
て
新
し
い
商
品
で
は
な
い
。
筆

者
は
１
９
９
０
年
代
後
半
、
機
関

投
資
家
向
け
に
「（
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
）
コ
ー
ラ
ブ
ル
債
」（
期
間

延
長
特
約
付
預
金
と
実
質
的
に
同

等
の
ス
キ
ー
ム
）
な
ど
の
仕
組
み

債
を
組
成
し
て
い
た
経
験
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
プ
ロ
向
け
商
品
が
、

90
年
代
末
か
ら
２
０
０
０
年
代
初

頭
に
か
け
て
大
口
個
人
向
け
、
や

が
て
一
般
個
人
向
け
に
小
口
化
さ

れ
「
仕
組
み
債
」「
仕
組
み
預
金
」

と
し
て
広
く
販
売
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
歴
史
的
経
緯
が
あ
る
。

　

仕
組
み
預
金
を
含
む
リ
ス
ク
性

商
品
の
販
売
・
説
明
態
勢
に
つ
い

て
、
金
融
庁
も
長
年
監
督
を
行
っ

て
き
た
。
２
０
０
６
年
８
月
の
監

督
方
針
で
は
「
説
明
態
勢
及
び
相

談
、苦
情
処
理
機
能
の
充
実
強
化
」

を
掲
げ
、
顧
客
が
リ
ス
ク
を
十
分

理
解
し
た
上
で
取
引
で
き
る
よ
う

厳
し
い
目
を
向
け
て
き
た
。

　

そ
の
後
、
仕
組
み
預
金
の
中
途

解
約
を
巡
る
苦
情
が
多
数
寄
せ
ら

れ
た
こ
と
を
受
け
、
２
０
０
７
年

３
月
に
は
「
仕
組
み
預
金
に
係
る

顧
客
へ
の
説
明
態
勢
」
が
監
督
指

針
に
着
眼
点
と
し
て
追
加
さ
れ
、

同
年
９
月
の
金
融
商
品
取
引
法
施

行
に
伴
い
「
適
合
性
の
原
則
」
等

の
行
為
規
制
が
か
け
ら
れ
た
。

　

か
つ
て
、
機
関
投
資
家
向
け
だ

っ
た
仕
組
み
債
が
一
般
生
活
者
に

小
口
化
・
大
衆
化
さ
れ
る
過
程
で

社
会
問
題
化
し
た
よ
う
に
、
仕
組

み
預
金
に
お
い
て
も
同
様
の
構
図

が
生
じ
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

今
回
の
監
督
指
針
改
正
の
動
き
は
、

そ
う
し
た
強
い
危
機
感
の
表
れ
と

理
解
で
き
る
。

　

た
だ
し
、
当
時
と
現
在
で
は
金

融
庁
の
監
督
ス
タ
ン
ス
が
大
き
く

異
な
る
点
に
留
意
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。
当
時
は
「
リ
ス
ク
を
丁
寧
に

２

図表１　仕組み預金

出所：一般社団法人 全国銀行協会ホームページ 「仕組預金」より引用

「仕組預金」のおもな特徴

仕組預金である期間延長特約付預金の広告例

仕組預金である外貨償還特約付預金の例

「仕組預金」にもリスクがあります。

一般の預金より高い金利が期待できる反面、一般の定期預金とは異なり、商品内容に応じて、銀
行が預入日以降に満期日を選択できる権利を持っていたり、為替相場によって払戻時の通貨等が
きまったりなど、一般の預金にない特徴があります。

外貨建ての場合など、商品によっては預金保険の対象外となる場合があります。また、利息等の
一部分が対象外となります。 仕組預金は、満期まで原則、中途解約ができません。例外的に、中
途解約ができた場合でも、受取額が、預け入れた元本を大きく下回る可能性があります。
一部の仕組預金は、受取りが外貨になる場合、為替相場の変動で円貨に換算した額が当初預け入
れた元本を下回る可能性があります。

【仕組み】
判定日のTTM（公示仲値）が、
預入時点で定められた「判
定レート」より円安の場合

（同一の場合を含む）、元本お
よび利息は円での受取りに
なり、円高の場合、元本は
外貨で、利息は円での受取
りになる。 ※外貨での受取
りになった場合は、元本は
予め定められた判定レート
にて外貨に転換されます。

全国銀行 期間延長特約付預金  5年または10年満期「グレート」

※一般的に、５年後の市場金利が延長後の金利より高い場合、期間を延長する可能性が高くなります。よって期間が延長された場合、市場
金利で運用した場合と比較して、結果的に不利な運用となる可能性があります。

本預金は当初預入期間の５年経過後に当行の判断で、期間が10年に延長される場合があります。

当初５年間
年利1％（税引後金利年0.79685％）

６年目以降
年利2％（税引後金利年1.5937％）
※実在する商品の広告ではありません。

当行の判断で預入期間が10年に延長された場合は

円安

円高

預入時のレート

判定レート

（100円/米ドル）

（95円/米ドル）

預入日 判定日
（満期日の２営業日前）

満期日
（３ヶ月後）

元本の
受取通貨

円

円

ドル

99円

105円

90円

TTMの推移例
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説
明
さ
せ
る
」
と
い
う
形
式
面
・

プ
ロ
セ
ス
の
遵
守
に
主
眼
が
置
か

れ
て
い
た
。
対
し
て
近
年
の
顧
客

本
位
の
業
務
運
営
（
フ
ィ
デ
ュ
ー

シ
ャ
リ
ー
・
デ
ュ
ー
テ
ィ
ー
）
に

お
い
て
は
、「
そ
も
そ
も
そ
の
商

品
が
顧
客
の
最
善
の
利
益
に
適
っ

て
い
る
の
か
」「
実
質
的
コ
ス
ト

が
リ
タ
ー
ン
に
見
合
っ
て
い
る

か
」
と
い
う
、
商
品
の
合
理
性
そ

の
も
の
や
収
益
構
造
の
あ
り
方
に

踏
み
込
む「
実
質
的
な
監
督
姿
勢
」

へ
と
進
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　

な
ぜ
苦
情
に
な
る
の
か
（
顧

客
の
認
知
バ
イ
ア
ス
と「
預
金
」

と
い
う
言
葉
の
心
理
的
罠
）

　

か
つ
て
マ
イ
ナ
ス
金
利
下
に
お

い
て
、
少
し
で
も
高
い
金
利
を
求

め
る
顧
客
に
販
売
さ
れ
た
仕
組
み

預
金
だ
が
、
そ
の
後
の
市
場
金
利

の
復
活
や
金
融
庁
の
課
題
提
起 

（
注
４
）
を
受
け
、
足
元
の
販
売
額

は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、

積
み
上
が
っ
た
残
高
は
依
然
と
し

て
高
水
準
の
ま
ま
で
あ
る
（
図
表

２
参
照
）。

　

国
内
の
金
利
上
昇
に
伴
い
、
よ

り
好
利
回
り
の
商
品
が
登
場
し
た

こ
と
で
、「
過
去
の
仕
組
み
預
金

を
解
約
し
、
乗
り
換
え
た
い
」
と

い
う
ニ
ー
ズ
が
増
加
し
て
い
る
。

全
国
銀
行
協
会
に
寄
せ
ら
れ
た
苦

情
の
一
例
と
し
て
、「
金
利
上
昇

を
背
景
に
中
途
解
約
を
申
し
出
た

と
こ
ろ
、
原
則
と
し
て
満
期
ま
で

解
約
で
き
ず
、
解
約
時
は
元
本
割

れ
の
可
能
性
が
あ
る
と
言
わ
れ
た

が
納
得
で
き
な
い
」
と
い
っ
た
声

が
あ
る
（
注
５
）。

　

仕
組
み
債
で
あ
れ
ば
「
証
券
口

座
の
開
設
」
と
い
う
ハ
ー
ド
ル
が

あ
り
、
投
資
家
も
あ
る
程
度
リ
ス

ク
を
覚
悟
す
る
。
し
か
し
、
仕
組

み
預
金
は
「
預
金
」
と
い
う
名
で

提
供
さ
れ
る
た
め
、
一
般
の
定
期

預
金
と
同
じ
感
覚
で
「
い
つ
で
も

解
約
可
能
で
元
本
目
減
り
な
ど
あ

り
得
な
い
」
と
誤
解
さ
れ
や
す
い
。

　

実
務
上
は
、
契
約
締
結
前
交
付

書
面
等
で
、
原
則
中
途
解
約
不
可

の
旨
や
資
金
固
定
化
リ
ス
ク
、
機

会
損
失
、
解
約
費

用
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
が
既
に

提
示
・
説
明
さ
れ

て
い
る
は
ず
だ
。

　

し
か
し
、
そ
れ

が
正
し
く
「
伝
わ

っ
て
い
な
い
」
可

能
性
に
自
覚
的
で

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

顧
客
は
リ
ス
ク

を
過
小
評
価
し

「
少
し
利
回
り
の

良
い
定
期
預
金
」

と
誤
認
し
が
ち
だ

が
、
本
質
は
定
期

預
金
と
は
「
全
く

の
別
物
」
で
あ
る
と
徹
底
周
知
す

る
必
要
が
あ
る
。

　

苦
情
発
生
の
背
景
に
は
、
人
間

の
「
認
知
バ
イ
ア
ス
」
が
深
く
影

響
し
て
い
る
。
営
業
現
場
で
対
峙

す
る
顧
客
の
心
理
と
し
て
、
以
下

の
２
つ
の
バ
イ
ア
ス
を
理
解
し
て

お
く
こ
と
が
重
要
だ
。

①
確
証
バ
イ
ア
ス
：
一
度
「
こ
の

商
品
は
魅
力
的
だ
」
と
思
い
込

む
と
、
高
い
利
回
り
な
ど
肯
定

的
な
情
報
ば
か
り
に
目
を
奪
わ

れ
、
満
期
延
長
や
元
本
割
れ
と

い
っ
た
不
都
合
な
情
報
を
無
意

識
に
無
視
・
軽
視
し
て
し
ま
う

現
象
。

３

図表２　仕組み預金の販売額・残高の推移

出所：金融庁 2025年7月「リスク性金融商品の個人向け販売等の状況に関
する定量データ集2024（令和６）年度９月期」

上 下 上 下 上

主要行等 地域銀行
年度、期

億円
仕組預金の販売額の推移

上 下 上 下 上

主要行等 地域銀行
年度、期

億円

仕組預金の残高の推移

（注1）「仕組預金」とは、デリバティブ取引を組み込んだ預金商品であり、為替の変動状況によって償還時の通貨が決まる商品や、銀行が満期日を選択できる権利を持つ商品などがある。
（注2）主要行等10行及び地域銀行100行を集計。
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②
楽
観
バ
イ
ア
ス
：
自
分
に
と
っ

て
都
合
の
良
い
事
態
が
起
き
る

確
率
は
高
く
見
積
も
り
、
都
合

の
悪
い
事
態
（
満
期
の
最
長
延

長
や
元
本
割
れ
）
に
つ
い
て
は

「
自
分
に
限
っ
て
起
き
な
い
だ

ろ
う
」
と
都
合
よ
く
低
く
見
積

も
る
傾
向
。

　

顧
客
が
後
か
ら
「
リ
ス
ク
の
説

明
を
受
け
て
い
な
い
」
と
強
い
不

満
を
抱
く
ケ
ー
ス
で
は
、
必
ず
し

も
記
憶
の
す
り
替
え
が
起
き
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。

　

購
入
時
に
確
証
ま
た
は
楽
観
バ

イ
ア
ス
が
強
く
働
き
、
頭
の
中
で

リ
ス
ク
情
報
が
消
去
ま
た
は
極
端

に
過
小
評
価
さ
れ
て
い
た
可
能
性

が
高
い
。「
規
約
通
り
十
分
に
説

明
し
た
」
と
い
う
認
識
で
あ
っ
て

も
、
顧
客
に
は
実
質
的
に
伝
わ
っ

て
い
な
か
っ
た
ギ
ャ
ッ
プ
を
省
み

る
必
要
が
あ
る
。

　

過
去
の
市
場
デ
ー
タ
を
用
い
て

「
解
約
時
に
具
体
的
に
い
く
ら
損

を
す
る
の
か
」
と
い
う
想
定
金
額

を
提
示
す
る
な
ど
、
単
な
る
プ
ロ

セ
ス
の
消
化
に
と
ど
ま
ら
な
い
、

記
憶
に
強
く
焼
き
付
く
説
明
の
工

夫
が
求
め
ら
れ
る
。

　
　

銀
行
が
今
後
と
る
べ
き
対
応

（
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
へ
の

転
換
）

　

仕
組
み
預
金
に
つ
い
て
は
既
に

監
督
指
針
等
で
説
明
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
各
行
と
も
態
勢
を
整
備

し
て
き
た
は
ず
だ
。

　

こ
こ
へ
来
て
契
約
手
続
き
に
さ

ら
に
時
間
を
か
け
た
り
、
画
面
上

の
注
意
書
き
を
増
や
し
た
り
す
る

手
続
き
面
の
対
応
に
と
ど
ま
ら
ず
、

苦
情
の
根
本
的
減
少
に
向
け
て
は
、

よ
り
本
質
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
求

め
ら
れ
る
。

　
「
顧
客
の
最
善
の
利
益
を
踏
ま

え
た
誠
実
公
正
義
務
」
が
強
く
求

め
ら
れ
る
今
、
金
融
機
関
に
必
要

な
の
は
説
明
義
務
の
履
行
と
い
っ

た
「
ミ
ニ
マ
ム
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」

を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
で
は
な
く
、

「
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
」
へ
の

転
換
で
あ
る
。

⑴　

新
規
提
案
時
：
ニ
ー
ズ
の
深

掘
り
と
「
自
分
ご
と
」
化

　

仕
組
み
預
金
に
関
心
を
示
す
顧

客
の
ニ
ー
ズ
を
、「
目
先
の
利
回

り
が
高
い
か
ら
」
と
い
う
表
面
的

な
希
望
だ
け
で
捉
え
て
は
な
ら
な

い
。
資
金
の
背
景
に
あ
る
「
真
の

ニ
ー
ズ
」
─
─
例
え
ば
数
年
後
の

旅
行
費
用
、
住
宅
購
入
の
頭
金
、

あ
る
い
は
老
後
資
金
な
ど
を
、
対

話
を
通
じ
て
徹
底
的
に
深
掘
り
す

る
必
要
が
あ
る
。
単
な
る
プ
ロ
ダ

ク
ト
ア
ウ
ト
で
は
な
く
、
顧
客
の

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
紐
づ
い
た
「
自

分
ご
と
」
と
し
て
ス
ト
ー
リ
ー
化

し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
こ
と
で
、

記
憶
に
も
定
着
し
や
す
く
な
る
。

「
も
し
期
間
延
長
リ
ス
ク
が
顕
在

化
し
資
金
が
固
定
化
さ
れ
た
ら
、

本
来
の
計
画
は
ど
う
な
る
か
」
と

い
う
具
体
的
な
リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ

を
、
顧
客
自
身
が
リ
ア
ル
に
イ
メ

ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が

重
要
だ
。

⑵　

既
存
顧
客
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
：
先
回
り
の
リ
マ
イ
ン
ド

と
信
頼
構
築

　

既
存
保
有
顧
客
に
対
し
て
は
、

今
後
の
市
場
金
利
上
昇
に
伴
い

「
中
途
解
約
し
て
乗
り
換
え
た
い
」

と
い
う
要
望
が
さ
ら
に
増
え
る
こ

と
が
予
見
さ
れ
る
。
一
方
で
、
金

利
上
昇
に
比
例
し
て
内
包
デ
リ
バ

テ
ィ
ブ
の
清
算
コ
ス
ト
も
跳
ね
上

が
る
た
め
、
解
約
費
用
（
元
本
割

れ
幅
）
は
よ
り
深
刻
化
す
る
。

　

中
長
期
の
取
引
で
は
、
顧
客
が

当
初
受
け
た
リ
ス
ク
説
明
を
忘
却

し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
極
め
て
多
い
。

折
衝
記
録
な
ど
の
履
歴
を
ひ
も
解

き
、
当
時
の
取
引
条
件
や
契
約
経

緯
を
先
回
り
で
リ
マ
イ
ン
ド
す
る

ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
だ
。
解
約
希

望
時
に
は
、
現
在
の
市
場
環
境
に

お
け
る
具
体
的
な
コ
ス
ト
試
算
を

速
や
か
に
提
示
す
べ
き
で
あ
る
。

　

市
場
変
化
に
伴
う
リ
ス
ク
を
金

融
機
関
か
ら
早
期
に
、
か
つ
丁
寧

に
説
明
す
る
こ
と
は
、
長
期
的
な

「
信
頼
」
の
獲
得
に
つ
な
が
る
。

４
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目
先
の
摩
擦
を
恐
れ
ず
誠
実
か
つ

毅
然
と
リ
ス
ク
を
説
明
し
、
信
頼

関
係
を
勝
ち
得
る
こ
と
こ
そ
が
、

他
資
産
の
預
託
や
新
た
な
取
引
の

機
会
へ
と
昇
華
さ
れ
る
は
ず
だ
。

　
　

プ
ロ
ダ
ク
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
と

顧
客
価
値
最
大
化
へ
の
問
い
か

け

　
「
金
利
あ
る
世
界
」
が
本
格
到

来
し
、
リ
テ
ー
ル
預
金
の
獲
得
・

維
持
が
経
営
上
の
最
重
要
施
策
と

な
る
中
、
過
去
に
販
売
し
た
仕
組

み
預
金
で
満
期
が
最
長
化
さ
れ
、

い
わ
ば
「
塩
漬
け
状
態
」
に
な
っ

て
い
る
顧
客
が
多
数
存
在
す
る
。

　

も
し
、
彼
ら
が
中
途
解
約
へ
の

対
応
に
不
満
や
不
信
感
を
抱
け
ば
、

そ
の
銀
行
に
「
他
の
流
動
性
預
金

や
大
切
な
資
産
も
預
け
続
け
よ

う
」
と
は
考
え
な
い
だ
ろ
う
。

　

不
満
が
重
大
な
ト
ラ
ブ
ル
に
発

展
す
れ
ば
、
解
消
に
費
や
す
労
力

と
コ
ス
ト
は
経
営
的
に
極
め
て
大

き
な
損
失
と
な
る
。
ま
た
、
将
来

的
な
相
続
発
生
時
に
中
途
解
約
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
場
合
、
高
額
な

違
約
金
に
よ
る
元
本
割
れ
が
遺
族

と
の
間
で
深
刻
な
二
次
ト
ラ
ブ
ル

を
招
く
リ
ス
ク
も
内
包
し
て
い
る

（
注
６
）。

　

現
在
の
リ
テ
ー
ル
金
融
ビ
ジ
ネ

ス
は
、
単
発
の
商
品
販
売
で
収
益

を
稼
ぐ
モ
デ
ル
か
ら
、
質
の
高
い

資
産
運
用
ア
ド
バ
イ
ス
と
い
う
付

加
価
値
で
対
価
を
得
る
「
フ
ィ
ー

ベ
ー
ス
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
」
へ

の
歴
史
的
転
換
期
に
あ
る
。
顧
客

と
安
定
的
か
つ
長
期
的
な
リ
レ
ー

シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
を
構
築
し
、
顧
客

生
涯
価
値
（
Ｌ
Ｔ
Ｖ
：
ラ
イ
フ
タ

イ
ム
バ
リ
ュ
ー
）
を
最
大
化
す
る

こ
と
は
、
す
べ
て
の
金
融
機
関
の

至
上
命
題
で
あ
る
。

　

今
強
く
叫
ば
れ
て
い
る
「
プ
ロ

ダ
ク
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
の
観
点
に

立
ち
返
る
な
ら
ば
、
銀
行
経
営
陣

や
本
部
の
企
画
部
門
は
、「
目
先

の
利
回
り
の
見
栄
え
に
頼
っ
た

『
仕
組
み
預
金
』
の
提
供
は
、
本

当
に
目
指
す
べ
き
『
長
期
的
な
顧

客
と
の
信
頼
関
係
構
築
』
や
『
Ｌ

Ｔ
Ｖ
の
最
大
化
』
と
い
う
経
営
戦

略
に
資
す
る
も
の
か
」
と
自
問
す

べ
き
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
本
稿
が
、
各
行
に

お
け
る
商
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の
あ

り
方
と
、
営
業
現
場
に
お
け
る
真

の
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
の
あ
り
方
を

再
考
す
る
契
機
と
な
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。

※　

※　

※

（
注
１
）
２
０
２
６
年
６
月
６
日
付
日

本
経
済
新
聞
電
子
版
「
金
融
庁
、「
仕

組
み
預
金
」
に
メ
ス　

誤
算
の
金
利
上

昇
で
解
約
ト
ラ
ブ
ル
相
次
ぐ
」

（
注
２
）
期
限
前
償
還
特
約
付
預
金
（
コ

ー
ラ
ブ
ル
預
金
）
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も

あ
る
が
、
経
済
効
果
は
同
じ
と
考
え
て

よ
い
。

（
注
３
）
詳
細
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、

図
表
１
の
期
間
延
長
特
約
付
預
金
の
例

で
は
、
銀
行
は
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
テ
ィ

と
の
間
で
、
①
期
間
５
年
の
固
定
金
利

を
受
け
取
る
ス
ワ
ッ
プ
取
引
（
預
金
者

へ
の
利
払
い
に
充
当
）
と
、
②
５
年
後

に
行
使
可
能
な
期
間
５
年
の
ペ
イ
ヤ
ー

ズ
・
ス
ワ
ッ
プ
シ
ョ
ン
の
売
却
（
行
使

さ
れ
た
ら
預
金
を
５
年
間
延
長
）
を
行

う
。
こ
れ
は
、
③
期
間
10
年
の
固
定
金

利
を
受
け
取
る
ス
ワ
ッ
プ
取
引
と
④
５

年
後
に
行
使
可
能
な
期
間
５
年
の
レ
シ

ー
バ
ー
ズ
・
ス
ワ
ッ
プ
シ
ョ
ン
の
売
却

（
行
使
さ
れ
た
ら
③
の
取
引
と
相
殺
し

て
預
金
を
償
還
）
の
組
み
合
わ
せ
で
も

組
成
は
可
能
。
ま
た
、
毎
年
の
利
払
い

日
に
満
期
日
を
延
長
で
き
る
タ
イ
プ
の

仕
組
み
預
金
の
場
合
に
は
、
権
利
行
使

可
能
な
期
日
を
複
数
回
設
定
で
き
る
バ

ミ
ュ
ー
ダ
タ
イ
プ
の
ス
ワ
ッ
プ
シ
ョ
ン

を
使
う
。

（
注
４
）
金
融
庁
２
０
２
４
年
７
月
「
リ

ス
ク
性
金
融
商
品
の
販
売
・
組
成
会
社

に
よ
る
顧
客
本
位
の
業
務
運
営
に
関
す

る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
」
Ｐ
．12
～
14

お
よ
び
２
０
２
５
年
７
月
「
同
右
」
Ｐ
．

21
～
22

（
注
５
）
一
般
社
団
法
人 

全
国
銀
行
協

会
「
全
国
銀
行
協
会
相
談
室
・
あ
っ
せ

ん
委
員
会
の
運
営
状
況　
（
２
０
２
５

年
度
第
４
四
半
期
）」
よ
り
抜
粋

（
注
６
）
相
続
時
に
は
、
名
義
変
更
が

で
き
る
銀
行
と
中
途
解
約
と
な
る
銀
行

が
存
在
す
る
。

５


